2009年10月13日
（ニュースリリース）
ハイトレル®熱可塑性エラストマー製自動車用CVJブーツが
耐久性能の限界を更新
－25年後も10億個が重大な損傷なし－
米国デュポン社（本社：デラウエア州ウィルミントン、会長兼最高経営責任者：エレン・J・クルマン）は、10月5日（現地時間）、CVJ（等速ジョイント）ブーツに使用されているハイトレル®熱可塑性エラストマーが25年を迎えるとともに、本製品を使用したCVJブーツ10億個以上が、連続屈曲、衝撃、熱に耐えながら15万マイルの距離を重大な損傷なく走行したという実績を発表しました。
　これは、ゴム製ブーツを装備した車両が地球円周2万5,000マイルを2周しかできないことに対し、ハイトレル®製CVJブーツであれば、地球を6周する距離を走ることができることを意味します。
　等速ジョイントは回転軸によってトランスミッションから車輪へ動力を伝える部品であり、ブーツはその重要な部品を、外部の汚染物質から保護しながら、内側の潤滑剤を維持するという役割を果たしています。
　「自動車メーカーが燃費基準に対応すべく前輪駆動への転換をはかった70年代後半、ブーツは概してゴム製で、ハイトレル®のような曲げ疲労や汚染への耐性をもちませんでした」とデュポン・オートモーティブ　シャーシ部門担当マネージャーのエリック･ランダは述べています。「熱可塑性エラストマーは飛躍的な変化を遂げ、急速に耐久性が2倍以上向上しました。ユーザーはもはやブーツによる問題に対処する必要がなくなり、開発技術者はより小さくコンパクトで安価なブーツの設計を行うことが可能となり、自動車メーカーは耐用年数の限界に関する不安を軽減することができました。」
　今日、車両には4つ以上のインボードおよびアウトボードCVJブーツ、プロップシャフトブーツ、リアドライブシャフトブーツが装備されており、これらブーツの大多数が　　　ハイトレル®などの熱可塑性エラストマーで作られています。高温側のインボードCVJブーツの材料については、コストパフォーマンス、広範な使用温度範囲、耐油性、耐穿刺性を併せ持つものとして、デュポン™ベイマック®Ulrtra　エチレン・アクリルゴムがしばしば選ばれています。
　カナダ企業のABCグループがゼネラルモーターズ・サギノーステアリング部門向けに成形した同社オリジナルのCVJブーツは、10年以上継続して使用され、自動車におけるプラスチック用途に重要かつ持続的な貢献を果たしてきた応用例に与えられる、プラスチック技術者協会の「プラスチックの殿堂」（Hall of Fame）賞にノミネートされています。最初の応用では従来のブーツ材料であったゴムに比べ40％の軽量化を実現、製品単価と製造費用を大きく削減しつつ、通常の走行条件において交換を不要とする「寿命まで使用可能」という一つの基準を確立しました。
　デュポンでは現在、性能とコストに見合った一連の製品を提供していますが、来年には成形性を改良した新たな低価格グレード製品の販売を開始する予定です。「今日、　　　　　　　　　　ハイトレル®は、耐グリース性、高温耐性、低温柔軟性のバランスに優れた、長い実績を持つ標準品としての役割を果たしています」とランダは語っています。「自動車産業において、耐久性能に影響を与えることなくコスト管理が可能となるよう、引き続き製品の最適化をはかっていくつもりです」
　ハイトレル®はゴムに比べ、狭いスペースにうまく納まるよう薄く加工することができ、より長い耐用期間において製品の性能および耐久性を大いに向上させることができます。また他のコポリエステルと比較しても、ハイトレル®は柔軟性と剛性について最適の組み合わせを提供し、高価な修理を防ぎます。
　デュポン・オートモーティブは世界中の自動車産業に100以上の材料および製品を提供しており、その世界規模の用途開発ネットワークを通じ、燃費の向上とCO2排出量の削減を促進するための車両の軽量化、組立の簡素化とコスト削減のための部品機能の統合を実現するため、コスト効果に優れたソリューションを提供することを約束するとともに、迅速により良くよりコスト効果に優れた方法で発明を実用化に導くよう尽力しています。

日本国内では、ハイトレル®は、東レ・デュポン株式会社（以下、東レ･デュポン）が製造販売しています。CVJブーツについては、1983年頃から東レ・デュポンがグローバルデュポンと顧客との共同作業を通じて、製品・材料開発を行って来ました。1986年に日本で最初のハイトレル®製CVJブーツの製品化に成功し、現在も、顧客との各種CVJブーツの開発を新規材料開発と合わせ行っています。

デュポンは、科学的な発見や発明を基盤に製品やサービスを提供する企業です。創立は1802年、本社は米国デラウエア州ウィルミントンに置かれています。世界70カ国余りに拠点があり、農業・食品関連、建築・建設、通信、輸送の分野で、革新的な製品やサービスをお届けしています。世界中の人々の生活をより安全で豊かにするために、科学の力を生かした持続可能なソリューションを創出しています。
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